
卒業式を挙行
（１） 　　　第５８９号日 本 歯 科 大 学 新 聞2010年（平成２２年）３月３０日

本学のシンボルマーク

第99回

日本歯科大学　OPEN CAMPUS 2010
～高校生はもちろん，どなたでも参加できます～

◇新潟生命歯学部オープンキャンパス

６/12㈯，７/18㈰，８/28㈯，９/19㈰，11/20㈯
新潟生命歯学部で実施するＡＯ入試の受験には，オープンキャンパスへ

の参加が必須です（昨年度の参加も可）

　新潟生命歯学部　　検索　　http://www.ngt.ndu.ac.jp

◇生命歯学部 (東京 )オープンキャンパス

７/10㈯，８/19㈭，８/26㈭，10/16㈯，11/３㈬，11/４㈭
　生 命 歯 学 部　　検索　　http://www.tky.ndu.ac.jp

両
学
部
178
人
が
巣
立
つ

�
卒
業
証
書
番
号
№
一
九
七
三
二
号
に

日
本
歯
科
大
学
第
九
十
九
回
卒
業
式
（
学
位
記
）
授
与
式
は
、
三
月
下

旬
両
学
部
に
お
い
て
挙
行
し
、
一
七
八
名
の
学
士
（
歯
学
）
を
送
り
出

し
た
。
あ
わ
せ
て
日
本
歯
科
大
学
大
学
院
第
四
十
七
回
修
了
式
が
催
さ

れ
、
九
名
の
博
士
（
歯
学
）
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
京

短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式
も
挙
行
さ
れ
た
。

生
命
歯
学
部

　

生
命
歯
学
部
の
部
は
、
三

月
二
十
四
日
に
生
命
歯
学
部

第
47
回
大
学
院
修
了
式
を
併
催

富
士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

大
学
院
第
四
十
七
回
修
了
式

を
併
催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

定
刻
午
前
十
時
、
司
会
の

鈴
木
洋
一
庶
務
部
長
が
開
式

を
宣
し
た
。
ま
ず
ク
ラ
ス
主

任
の
今
井
一
志
教
授
よ
り
、

平
成
二
十
一
年
度
卒
業
生

一
〇
六
名
の
氏
名
が
呼
び
あ

げ
ら
れ
、
金
澤
卓
也
君
が

代
表
し
て
、
中
原
泉
学
長
よ

り
、
栄
え
あ
る
卒
業
の
証
と

し
て
、
学
士
（
歯
学
）
の
学

位
記
を
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
づ
け
て
学
術
優
秀
賞

十
一
名
、
皆
勤
賞
八
名
、
精

勤
賞
二
十
四
名
、
学
術
奨
励

賞
十
名
、
臨
床
実
習
優
秀
賞

三
名
に
対
し
賞
状
等
が
授
与

さ
れ
た
。

　

つ
い
で
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
委
員
の
砂
田
勝
久
教

授
よ
り
、
生
命
歯
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
生
九
名
の
氏

名
が
呼
び
あ
げ
ら
れ
、
一
人

ひ
と
り
に
、
研
究
の
成
果
を

証
す
る
博
士
（
歯
学
）
の
学

位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
中
原
学
長
と
佐
藤

田
鶴
子
大
学
院
生
命
歯
学
研

究
科
長
が
告
辞
（
別
掲
）
を

述
べ
た
。

　

つ
づ
い
て
在
学
生
を
代
表

し
て
第
五
学
年
の
山
口
潤
君

が
先
輩
を
送
る
送
辞
を
述

べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
小

野
田
真
由
子
さ
ん
が
、
修
了

生
を
代
表
し
て
世
良
田
麻
子

さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。

新
潟
生
命
歯
学
部

　

新
潟
生
命
歯
学
部
の
部
は

三
月
二
十
六
日
に
新
潟
生
命

歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。

　

定
刻
午
前
十
一
時
、
大
場

憲
栄
事
務
部
長
の
司
会
に
よ

り
開
式
が
宣
せ
ら
れ
た
。

　

は
じ
め
に
ク
ラ
ス
主
任
の

葛
城
啓
彰
教
授
よ
り
、
平
成

二
十
一
年
度
卒
業
生
七
十
二

名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら
れ

た
。
池
上
槙
さ
ん
が
代
表
し

て
、
中
原
学
長
よ
り
、
栄
え

あ
る
卒
業
の
証
と
し
て
学
士

（
歯
学
）
の
学
位
記
を
授
与

さ
れ
た
。

　

つ
づ
け
て
学
術
優
秀
賞
六

名
、
皆
勤
賞
七
名
、
精
勤
賞

六
名
、
学
術
奨
励
賞
十
名
、

臨
床
実
習
優
秀
賞
一
名
に
対

し
賞
状
等
が
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
中
原
学
長
と
小
倉

英
夫
新
潟
生
命
歯
学
部
長
が

告
辞
を
述
べ
た
。

　

こ
こ
で
在
学
生
を
代
表
し

て
第
五
学
年
の
山
口
光
佑
君

が
先
輩
を
送
る
送
辞
を
述

べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
池

上
槙
さ
ん
が
「
生
涯
の
友
人

た
ち
と
巡
り
あ
う
こ
と
が
で

き
、
歯
科
医
師
と
い
う
共
通

の
目
標
に
向
か
っ
て
、
学
術

の
習
得
と
人
格
形
成
に
励
ん

で
き
た
」
と
答
辞
を
述
べ

て
、
六
年
間
の
学
生
生
活
に

別
れ
を
告
げ
た
。

東
京
短
期
大
学

　

東
京
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
三
月
二
十
三
日
の
午
前

十
時
よ
り
生
命
歯
学
部
富
士

見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
た
。

　

ま
ず
第
三
十
七
回
歯
科
衛

生
学
科
卒
業
生
五
十
九
名

と
、
第
四
十
一
回
歯
科
技
工

学
科
卒
業
生
四
十
九
名
の
氏

名
が
呼
び
あ
げ
ら
れ
、
小
口

春
久
学
長
か
ら
栄
え
あ
る
卒

業
の
証
と
し
て
、
各
学
科
の

代
表
に
短
期
大
学
士
（
歯
科

衛
生
学
）
と
短
期
大
学
士

（
歯
科
技
工
学
）
の
学
位
記

が
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
い
で
第
三
十
九
回
歯
科

技
工
学
専
攻
科
修
了
生
十
四

名
と
第
一
回
専
攻
科
歯
科
衛

生
学
専
攻
修
了
生
六
名
に
修

了
証
が
授
与
さ
れ
た
。
あ
わ
せ

て
、
歯
科
衛
生
学
科
卒
業
生

全
員
に
東
京
都
訪
問
介
護
員

修
了
証
明
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
小
口
学
長
が
告
辞

を
述
べ
、
住
友
雅
人
生
命
歯

学
部
長
と
羽
村
章
附
属
病
院

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

新
潟
短
期
大
学

　

新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
三
月
二
十
五
日
午
前

十
一
時
よ
り
、
新
潟
生
命
歯

学
部
講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。

ま
ず
歯
科
衛
生
学
科
卒
業
生

五
十
名
に
、
下
岡
正
八
学
長

か
ら
短
期
大
学
士（
歯
科
衛
生

学
）の
学
位
記
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
二
級
課
程
の
修
了
証
書
、

専
攻
科
修
了
生
六
名
に
修
了

証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
下
岡
学
長
が
告
辞

を
述
べ
、
小
倉
新
潟
生
命
歯

学
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

▲中原学長とともに　▼住友生命歯学部長を訪問

本学99回目の卒業式で告辞を述べる中原学長

19
回
目
の
訪
問
学
生

マ
ヒ
ド
ン
大
学

学
生
使
節
６
名

　

本
学
の
姉
妹
校
、
タ
イ
の

マ
ヒ
ド
ン
大
学
か
ら
、
今
年

も
男
子
一
名
、
女
子
五
名
の

学
生
が
本
学
を
訪
れ
た
。
同

大
学
か
ら
の
訪
問
学
生
は
、

今
年
で
十
九
回
目
と
な
る
。

　

四
月
六
日
に
新
潟
生
命
歯

学
部
を
訪
れ
た
一
行
は
、
翌

日
の
入
学
式
に
列
席
し
、
学

生
親
善
使
節
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
。
新
潟
で
は
学
内
の
諸

施
設
や
病
院
を
見
学
、
九
日

に
東
京
に
向
か
い
、
生
命
歯

学
部
で
も
最
先
端
の
歯
科
医

療
実
習
を
体
験
し
た
。
学
術

や
交
歓
会
な
ど
を
通
じ
て
、

本
学
の
教
職
員
や
学
生
た
ち

と
交
流
し
た
。

中原学長から学位記が手渡された（新潟)

栄えある学位記を授与される卒業生代表（東京)



日 本 歯 科 大 学 新 聞2010年（平成２２年）３月３０日 （２）第５８９号

中

原�

泉

学
長
卒
業
告
辞
�
要
旨
�

大
学
院
研
究
科
長 

修
了
告
辞
�
要
旨
�

　

卒
業
生
諸
君
の
卒
業
に
あ

た
っ
て
、
難
し
い
話
よ
り
易

し
い
話
、
し
か
し
臨
床
医
と

な
る
諸
君
に
と
っ
て
大
切
な

話
を
し
よ
う
と
思
う
。

　

本
学
の
創
立
者
で
あ
る
中

原
市
五
郎
先
生
は
、
卒
業

生
の
た
め
に
『
歯
科
開
業

要
訣
』
と
い
う
小
冊
子
を
与

え
、
開
業
の
指
針
と
要
諦
を

具
体
的
か
つ
明
快
に
伝
授
し

た
。
い
わ
ば
開
業
の
虎
の
巻

と
も
い
え
る
こ
の
書
の
冒
頭

で
、
先
生
は
、
ま
ず
自
己
の

手
腕
を
客
観
視
す
る
こ
と
、

各
人
に
応
じ
た
研
鑽
を
す
る

こ
と
、
の
二
つ
を
指
摘
し

た
。

　

患
者
さ
ん
に
関
し
て
は
、

「
患
者
取
扱
い
は
技
術
に
優

る
こ
と
往
々
あ
る
を
以
て
、

患
者
の
待
遇
を
軽
々
に
看
過

す
る
は
、
失
敗
の
因
を
な
す

を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
説

い
て
、
歯
科
医
師
の
業
務
の

盛
衰
は
一
に
信
用
に
あ
る
と

喝
破
し
た
。

　

患
者
さ
ん
は
以
前
は
口
コ

ミ
、
つ
ま
り
歯
科
医
師
の
評

判
を
聞
い
て
歯
科
医
院
を
選

ん
だ
が
、
現
在
は
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
選
ぶ
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん

の
情
報
の
獲
得
手
段
と
知
識

の
量
は
大
き
く
変
化
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
歯
科
医
療
に

対
す
る
患
者
さ
ん
の
目
は
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。
歯
科
医

療
で
は
治
療
の
出
来
不
出
来

が
ハ
ッ
キ
リ
分
か
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
の
で
、
患
者
さ

ん
は
治
療
の
結
果
を
自
分
な

り
に
敏
感
に
評
価
す
る
。
そ

し
て
不
満
を
感
じ
た
患
者
さ

ん
は
、
納
得
で
き
る
診
療
を

求
め
て
通
院
先
を
変
え
て
い

く
。

　

あ
る
大
手
の
医
療
関
係
の

出
版
社
（
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

開
発
）
が
、
「
患
者
は
今
の

歯
科
医
療
に
満
足
し
て
い
る

の
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

患
者
さ
ん
の
意
識
と
受
診
行

動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
患
者
さ
ん

の
八
割
が
、
通
院
中
に
不

快
な
経
験
を
し
た
り
診
療

に
不
満
を
感
じ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
の
七
割
が
通

院
先
を
変
え
た
と
い
う
。
も

ち
ろ
ん
患
者
さ
ん
の
個
人

差
、
誤
解
や
ズ
レ
が
多
分

に
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者

の
九
十
九
％
は
歯
科
医
院

を
受
診
し
た
経
験
が
あ
り
、

男
性
で
六
十
九
％
、
女
性

で
は
八
十
二
％
が
不
満
と
不

快
を
感
じ
た
と
答
え
て
い

る
。
不
満
が
無
い
と
い
う
患

者
さ
ん
は
、
男
女
平
均
し
て

二
十
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

不
快
・
不
満
を
感
じ
た
理

由
と
し
て
、
治
療
効
果
に
満

足
で
き
な
か
っ
た
か
ら
が
、

約
五
十
一
％
と
も
っ
と
も
多

い
。
つ
い
で
、
歯
の
状
態
や

治
療
の
見
通
し
な
ど
の
情
報

提
供
が
不
十
分
だ
っ
た
か
ら

四
十
四
％
、
そ
の
次
が
、
待

ち
時
間
が
長
か
っ
た
か
ら

三
十
九
％
で
あ
っ
た
。
こ
の

待
ち
時
間
は
、
予
約
し
た
時

間
に
行
っ
た
の
に
す
ぐ
に
診

て
も
ら
え
な
か
っ
た
、
と
い

う
不
満
が
多
く
を
占
め
て
い

た
。

　

そ
の
他
、
痛
み
を
伴
う
治

療
が
多
か
っ
た
か
ら
、
歯
科

医
師
の
言
葉
遣
い
や
態
度
に

不
満
を
感
じ
た
か
ら
、
歯
科

医
師
の
説
明
が
分
か
り
に
く

か
っ
た
か
ら
、
治
療
費
が
高

か
っ
た
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の

言
葉
遣
い
や
態
度
に
不
満
を

感
じ
た
か
ら
、
医
院
が
清
潔

感
に
欠
け
て
い
た
か
ら
、
通

院
に
不
便
だ
っ
た
か
ら
、
近

代
的
な
器
械
設
備
が
整
っ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
、
院
内
の

雰
囲
気
が
暗
か
っ
た
か
ら

等
々
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
満
足
で
き
る
歯
科

医
師
に
巡
り
合
っ
た
患
者

さ
ん
は
、
そ
の
歯
科
医
院

に
今
後
も
通
院
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
。
患
者
さ
ん
の

約
六
十
五
％
は
、
そ
う
し
た

か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
を
決

め
て
い
る
。
そ
の
歯
科
医
院

に
今
後
も
通
院
し
た
い
と
思

う
理
由
は
何
で
す
か
？
と
い

う
質
問
に
、
歯
科
医
師
の
説

明
が
分
か
り
や
す
い
か
ら
が

七
十
四
％
の
第
一
位
で
あ
っ

た
。

　

次
に
、
歯
科
医
師
の
診
療

技
術
が
確
か
で
あ
る
と
感
じ

る
か
ら
六
十
一
％
、
歯
の
状

態
や
治
療
の
見
通
し
な
ど
の

情
報
提
供
に
熱
心
だ
か
ら

五
十
八
％
、
歯
科
医
師
の
態

度
や
言
葉
遣
い
が
丁
寧
だ
か

ら
五
十
五
％
の
順
で
、
そ
う

し
た
好
感
度
が
理
由
の
多
く

を
占
め
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
通
院
に
便
利
だ

か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
態
度
や

言
葉
遣
い
が
丁
寧
だ
か
ら
、

院
内
が
清
潔
だ
か
ら
、
待
ち

時
間
が
短
い
か
ら
、
治
療
時

に
痛
み
を
感
じ
さ
せ
な
い
か

ら
、
サ
ー
ビ
ス
に
気
配
り
が

感
じ
ら
れ
る
か
ら
、
近
代
的

な
器
械
設
備
が
整
っ
て
い
る

か
ら
、
治
療
費
が
安
い
か
ら

等
々
。

　

以
上
の
良
い
悪
い
を
較

べ
る
と
、
患
者
さ
ん
の
不

快
・
不
満
と
好
感
・
満
足
は

裏
腹
、
つ
ま
り
表
と
裏
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
両
者
に

共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
第

一
は
患
者
さ
ん
へ
の
情
報
、

い
い
か
え
れ
ば
患
者
さ
ん
が

知
り
た
い
こ
と
を
適
切
に
伝

え
て
、
そ
れ
を
理
解
し
て
も

ら
っ
て
い
る
か
否
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
、
必
然
的
に

歯
科
医
師
サ
イ
ド
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
問
わ

れ
る
。
そ
れ
も
多
種
多
様

の
患
者
さ
ん
が
い
る
か
ら
、

お
の
お
の
の
患
者
さ
ん
に
応

じ
た
過
不
足
の
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
や
り
過
ぎ
な

い
や
り
足
り
な
い
説
明
を
行

う
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
は
、
歯
科
医
師
の

ス
キ
ル
能
力
、
い
い
か
え
れ

ば
治
療
結
果
が
患
者
さ
ん
に

満
足
を
与
え
て
い
る
か
否

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
歯

科
医
師
の
診
療
能
力
が
問
わ

れ
て
い
る
。
昔
か
ら
、〝
腕
が

い
い
歯
医
者
さ
ん
〟
と
表
現

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
素
朴

な
言
い
方
は
今
で
も
生
き
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
歯
科
医
師
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

と
ス
キ
ル
能
力
に
尽
き
る
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
治
療
効
果
に
関
し
て
は

違
い
は
少
な
い
が
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
は
い

か
な
い
。

　

人
に
は
好
み
と
相
性
が
あ

る
か
ら
、
い
く
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
ト
し
て
も
、
虫
が
好
か

な
い
、
相
性
が
悪
い
と
い
う

感
情
は
、
拭
え
な
い
と
い

ケ
ー
ス
は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
ほ
う
は
、
百
％
の

患
者
さ
ん
に
通
じ
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
、
と
私
は
思
う
。

　

私
は
昨
年
、
三
叉
神
経
痛

の
治
療
で
東
京
の
あ
る
医
院

に
し
ば
ら
く
通
っ
た
。
そ
こ

の
医
師
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
に
映
し
た
私
の
カ
ル
テ
を

み
つ
め
た
ま
ま
、
ど
う
で
す

か
？
と
尋
ね
、
私
が
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
と
答
え
る
と
、

そ
れ
で
終
了
し
た
。
医
師
と

の
対
面
（
彼
は
私
の
顔
を
見

な
か
っ
た
が
）
は
、
三
十
秒

足
ら
ず
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

較
べ
て
、
歯
科
医
院
で
は
患

者
さ
ん
と
の
対
面
は
、
ふ
つ

う
三
十
分
か
ら
一
時
間
以
上

は
掛
か
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
医
者
の
な
か
で
患
者
さ

ん
と
の
対
面
時
間
が
、
も
っ

と
も
長
い
の
は
歯
科
医
師
な

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ

ち
、
患
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
の
に
、

十
分
な
時
間
と
余
裕
が
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師
は
、

患
者
さ
ん
に
も
っ
と
も
対
面

し
て
い
る
立
場
に
あ
る
こ
と

を
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
患
者
さ
ん
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
機
会
を

有
し
て
い
る
の
だ
か
ら―

。

反
面
、
そ
れ
だ
け
患
者
さ
ん

に
、
人
間
性
を
見
透
か
さ
れ

る
立
場
に
あ
る
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

　

終
わ
り
に
、
日
本
歯
科
大

学
第
九
十
九
回
卒
業
と
い
う

永
久
背
番
号
を
つ
け
て
、
社

会
の
荒
波
に
乗
り
出
し
て
い

く
卒
業
生
諸
君
の
健
闘
を
祈

る
。

生
命
歯
学
研
究
科
長

�

佐
藤
田
鶴
子

　

本
年
度
修
了
生
の
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
は
、
形
態
解
剖

学
、
高
分
子
理
工
学
、
分
子

生
物
学
ま
た
は
分
子
化
学
的

な
研
究
と
多
彩
な
研
究
が
な

さ
れ
、
最
新
の
研
究
結
果
が

出
さ
れ
た
。

　

悠
久
な
る
地
球
の
自
転

は
、
太
陽
の
天
球
上
で
の
見

か
け
の
移
動
を
つ
く
り
出

し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
昼
と
夜

が
生
ま
れ
、
ま
た
自
転
に

よ
っ
て
生
ず
る
慣
性
力
で
あ

る
遠
心
力
や
慣
性
座
標
系
の

力
は
大
気
や
海
流
の
流
れ
、

台
風
の
運
動
な
ど
地
球
上
の

あ
ら
ゆ
る
運
動
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

　

地
球
の
自
転
速
度
は
赤
道

で
時
速
一
七
〇
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
り
、
地
球
が
一
回

自
転
す
る
時
間
は
、
二
十
三

時
間
五
十
六
分
四
・
〇
六
秒

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
地

球
の
構
造
上
中
心
部
が
液
体

で
あ
る
こ
と
、
潮
の
干
満
と

海
底
と
の
摩
擦
に
よ
っ
て
自

転
速
度
は
段
々
遅
く
な
っ
て

い
る
。
一
年
で
十
万
分
の
一

秒
ず
つ
遅
く
な
り
月
の
公
転

周
期
と
同
期
す
る
と
こ
ろ
ま

で
遅
く
な
っ
て
安
定
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

先
日
三
月
三
日
に
発
生
し

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
八

の
チ
リ
大
地
震
に
よ
り
地
球

の
自
転
速
度
、
自
転
時
間
は

百
万
分
の
一
・
二
六
秒
だ
け

短
く
な
っ
た
と
す
る
計
算
結

果
を
米
国
航
空
宇
宙
局
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
が
発
表
し
て
い
る
。
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
ジ
ェ
ッ
ト
推
進
研
究

所
地
球
物
理
学
リ
チ
ャ
ー

ド
・
グ
ロ
ス
博
士
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
影
響
を
計
算

し
た
と
こ
ろ
、
地
震
を
起
こ

し
た
プ
レ
ー
ト
が
大
き
く
動

い
た
た
め
地
軸
が
僅
か
に
ず

れ
、
地
球
の
自
転
時
間
も
変

化
し
た
と
の
結
果
を
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
私
ど
も
の
毎

日
多
忙
で
自
分
た
ち
の
す
ご

す
正
二
十
四
時
間
と
い
う
時

間
は
、
正
確
に
は
実
際
よ
り

短
い
わ
け
だ
が
、
す
こ
し
ず

つ
長
く
な
っ
て
き
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
今
回
の
地
球
へ
の

大
き
な
ブ
レ
に
よ
り
多
少
変

化
が
お
こ
っ
た
。
ま
た
こ
れ

は
常
に
地
球
の
内
部
、
外
部

で
お
こ
っ
て
い
る
事
象
で
あ

る
。

　

今
年
研
究
が
修
了
し
た
諸

君
は
、
当
然
天
文
学
の
専
攻

で
は
な
く
、
こ
れ
だ
け
の
大

き
な
数
値
を
扱
っ
た
人
は
い

な
い
。
し
か
し
逆
に
多
く
の

修
了
生
が
マ
イ
ク
ロ
と
い
う

単
位
を
、
百
万
分
の
一
と
い

う
単
位
を
、
至
極
当
然
の
よ

う
に
用
い
て
研
究
し
て
き

た
。
修
了
生
の
皆
さ
ん
に
は

四
年
前
を
ふ
り
か
え
っ
て
ほ

し
い
。
本
日
と
同
じ
こ
の
富

士
見
ホ
ー
ル
に
四
月
に
入
学

式
を
迎
え
た
自
分
の
中
に
そ

の
よ
う
な
極
小
単
位
で
も
の

を
考
え
る
研
究
を
す
る
と
は

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
そ
れ
だ
け
四
年
間
で
思

考
す
る
方
向
性
が
か
わ
っ
て

き
た
。
つ
ま
り
自
分
の
脳
能

力
に
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

今
後
、
修
了
生
の
す
べ
て

が
研
究
を
継
続
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
あ
る
方
は
病
院

で
、
あ
る
方
は
患
者
さ
ん
直

結
の
臨
床
歯
科
に
携
わ
っ
て

い
く
と
思
う
。
そ
の
際
に
こ

の
四
年
間
で
培
っ
た
も
の
の

思
考
性
を
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
是
非
生
か
し
て
ほ
し
い
。

指
導
に
あ
た
っ
た
研
究
指
導

者
た
ち
は
、
各
人
の
活
躍
を

願
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

歯
科
医
療
の
学
術
的
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
日
々

を
期
待
し
て
い
る
。

　

最
後
に
私
が
研
究
に
あ
た

り
い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
、

「
も
の
は
見
よ
う
と
し
な
け

れ
ば
見
え
な
い
も
の
、
し
か

し
見
よ
う
と
す
れ
ば
見
え
る

も
の
」
と
い
う
言
葉
を
修
了

生
諸
君
の
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
贈
り
た
い
。

臨床医としての心構えを説く中原学長

クラス主任の点呼に応え起立する卒業生たち

研究者としての自立を誓う大学院修了生代表
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新
潟
短
大

卒
業
告
辞

新
潟
短
大

卒
業
告
辞

東
京
短
大

卒
業
告
辞

東
京
短
大

卒
業
告
辞

歯
学
部
長
卒
業
告
辞 

�
要
旨
�

新
潟
生
命
歯
学
部
長

�
小
倉
英
夫

　

歯
科
医
師
と
な
る
に
は
少

な
く
と
も
六
年
の
年
月
を
必

要
と
し
て
お
り
、
こ
の
六
年

間
、
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て

き
た
。
み
な
さ
ん
の
努
力
を

高
く
評
価
し
た
い
。
六
年
間
、

必
死
の
思
い
で
勉
学
に
励
ん

で
き
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

も
、
た
く
さ
ん
の
ハ
ー
ド
ル

を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
卒
業
と
い
う
、
こ
の
ハ
ー

ド
ル
は
人
生
の
中
で
五
指
に

入
る
ぐ
ら
い
の
高
い
ハ
ー
ド

ル
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

自
主
独
立
、
こ
れ
が
本
学

の
創
設
以
来
の
大
事
な
建
学

の
精
神
で
あ
る
。
多
分
み
な

さ
ん
は
六
年
間
勉
学
し
て
い

る
間
、
こ
の
自
主
独
立
が
必

学
長
告
辞

　

東
京
短
期
大
学
学
長

�

小
口
春
久

　

み
な
さ
ん
の
門
出
を
お
祝

い
す
る
か
の
よ
う
に
、
昨

日
東
京
地
方
に
桜
の
開
花

宣
言
が
出
さ
れ
た
。
本
年
は

一
二
八
名
を
東
京
短
期
大
学

の
卒
業
生
な
ら
び
に
修
了
生

と
し
て
世
に
送
り
だ
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

諸
君
は
わ
が
東
京
短
期
大

学
に
学
び
、
教
職
員
、
先

輩
、
後
輩
、
友
だ
ち
と
大
い

に
語
ら
い
、
お
互
い
に
人
間

性
を
高
め
あ
っ
て
き
た
。
今

年
度
は
短
大
改
修
工
事
が
重

な
り
、
過
密
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

格
を
持
つ
学
士
（
口
腔
保
健

学
）
の
学
位
を
取
得
し
、
将

来
の
夢
は
大
き
く
広
が
っ

た
。
今
後
の
活
躍
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

今
日
の
世
界
情
勢
は
急
激

な
変
化
を
続
け
、
国
家
と
い

う
枠
組
み
を
越
え
て
世
界
の

平
和
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る

一
方
で
紛
争
は
絶
え
る
こ
と

は
な
く
、
逆
に
激
化
し
て
い

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
人
類

の
発
展
の
代
償
と
な
っ
た
深

刻
な
環
境
破
壊
の
ほ
か
、
人

権
問
題
な
ど
、
地
球
規
模
の

課
題
は
山
積
み
さ
れ
た
ま
ま

だ
。
君
た
ち
に
は
こ
の
よ
う

な
困
難
な
問
題
に
果
敢
に
立

ち
向
か
い
、
解
決
し
よ
う
と

す
る
活
力
は
既
に
備
わ
っ
て

い
る
と
思
う
。
将
来
に
向

か
っ
て
大
き
な
夢
を
抱
い
て

要
な
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た

と
思
う
。
大
学
で
の
教
育

は
、
自
分
か
ら
求
め
て
勉
強

し
な
い
か
ぎ
り
絶
対
に
伸
び

な
い
。
卒
業
と
い
う
高
い

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
自
分
か
ら
求

め
て
勉
強
し
た
き
た
か
ら

だ
。
こ
れ
か
ら
研
鑽
し
て
い

く
際
に
は
、
自
主
独
立
と
い

う
考
え
方
が
よ
り
必
要
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

現
在
の
社
会
情
勢
は
時
々

刻
々
変
化
し
、
歯
科
医
療
も

日
進
月
歩
の
ス
ピ
ー
ド
で
進

歩
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
最

も
必
要
な
こ
と
は
、
自
分
か

ら
求
め
て
勉
強
し
て
い
く
こ

と
だ
。
周
り
で
は
い
ろ
い
ろ
な

人
々
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
自
分
か
ら

求
め
て
研
鑽
を
し
て
ほ
し
い
。

　

自
主
独
立
で
勉
強
し
て
い

く
こ
と
は
、
専
門
的
な
こ
と
に

限
ら
な
い
。
国
内
や
国
外
の
社

会
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
も

知
識
の
幅
を
広
げ
て
ほ
し
い
。

広
範
な
知
識
は
、
患
者
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

大
き
く
役
立
つ
。一
般
的
な
社

会
常
識
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ

ど
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
信
頼

は
大
き
な
も
の
に
な
る
。

　

そ
し
て
社
会
の
状
況
を
客

観
的
に
と
ら
え
る
訓
練
も
し

て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
よ
り
患

者
さ
ん
に
対
す
る
理
解
も
深

ま
り
、
ま
た
自
分
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
も
か
な
り
容

易
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
後
一

般
的
な
社
会
常
識
を
よ
り
高

く
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
母
校
の
先
生

や
研
修
先
で
指
導
し
て
く
れ

ム
に
も
め
げ
ず
そ
の
中
で
勝

ち
取
っ
た
価
値
あ
る
国
家
試

験
両
学
科
全
員
の
合
格
、
こ

れ
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　

歯
科
技
工
学
科
の
合
格
率

百
パ
ー
セ
ン
ト
が
つ
い
に
連

続
二
十
四
年
間
に
な
っ
た
。

来
年
、
全
員
合
格
す
る
と
四

半
世
紀
に
な
る
。

　

専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専
攻

の
み
な
さ
ん
は
一
期
生
と
し

て
立
派
に
重
責
を
果
し
て
く

れ
た
。
短
期
間
で
研
究
を
成

功
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
ま
と

め
て
、
独
立
行
政
法
人
大
学

評
価
・
学
位
授
与
機
構
に
提

出
し
、
小
論
文
試
験
も
見
事

に
合
格
し
、
全
員
晴
れ
て
四

年
制
大
学
卒
業
と
同
等
の
資

る
先
生
な
ど
、
大
勢
の
人
た
ち

が
諸
君
を
支
え
て
く
れ
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
校
友
会
と
歯
学

会
と
い
う
強
い
味
方
が
で
き

る
。
こ
の
二
つ
の
組
織
は
協
力

し
あ
っ
て
、
研
鑽
と
研
修
の
場

を
定
期
的
に
も
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
恵
ま
れ
た
機
会
を
十

分
に
利
用
し
て
、
社
会
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
歯
科
医
師
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ほ
し
い
。
夢
を
実
現
す
る
に

は
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と

だ
。
君
た
ち
に
こ
れ
ま
で
充

実
し
た
教
育
を
行
っ
て
き
た

と
自
負
し
て
い
る
。
力
が
あ

る
人
か
ら
力
が
出
せ
る
人
へ
、

能
力
が
あ
る
人
か
ら
能
力
を

出
せ
る
人
へ
の
教
育
力
重
視

の
指
導
を
行
っ
て
き
た
。

　

物
理
学
者
の
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
は
、「
真
の
教
育
と

は
学
校
で
習
っ
た
こ
と
を
全

て
忘
れ
た
の
ち
に
残
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
教
育
が

正
し
か
っ
た
か
否
か
、
そ
れ

は
数
年
後
、
君
た
ち
が
し
っ

か
り
と
証
明
し
て
く
れ
る
と

確
信
し
て
い
る
。

　

君
た
ち
の
多
く
は
厳
し
い

医
療
現
場
に
入
る
が
、
医
療

人
の
心
を
絶
対
に
忘
れ
ず

に
、
人
の
心
に
種
を
蒔
く
情

緒
豊
か
な
医
療
人
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

君
た
ち
の
未
来
は
明
る
く

洋
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
夢

は
必
ず
実
現
す
る
。
今
後
と

も
さ
ら
な
る
学
究
や
実
践
に

励
み
、
思
い
や
り
の
心
と
広

い
視
野
を
持
つ
こ
と
、
そ
し

て
何
に
ま
し
て
も
命
の
尊
さ

を
肝
に
銘
じ
、
人
類
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
す
る
。

�祝　

辞

�
住
友
雅
人
生
命
歯
学
部
長

　

私
は
昨
年
の
三
月
か
ら
中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
、

い
わ
ゆ
る
中
医
協
に
専
門
委

員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　

二
年
ご
と
の
改
定
が
平
成

二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
あ

る
。
そ
の
改
定
に
あ
た
り
医

科
の
診
療
チ
ー
ム
の
中
に
歯

科
衛
生
士
の
名
称
が
書
き
込

ま
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
歯
科
医

師
の
名
称
も
あ
る
。
医
科
が

歯
科
医
師
は
も
ち
ろ
ん
、
歯

科
衛
生
士
の
人
た
ち
を
必
要

と
し
て
い
る
時
代
が
訪
れ

た
。

　

ま
た
、
こ
の
改
定
で
専
任

の
歯
科
技
工
士
が
い
る
歯
科

診
療
所
に
は
特
別
な
加
算
点

数
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

歯
科
医
療
に
対
す
る
患
者
さ

ん
や
社
会
の
要
求
か
ら
、
在

宅
歯
科
医
療
、
障
害
者
歯
科

医
療
に
重
点
を
お
く
よ
う
に

な
っ
た
。
み
な
さ
ん
は
ラ
イ

セ
ン
ス
を
と
っ
て
医
療
の
現

場
に
出
て
い
く
が
、
保
険
医

療
は
大
変
に
重
要
な
領
域
な

の
で
、
そ
の
分
野
も
し
っ
か

り
と
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
チ
ー
ム
医
療
で
あ
り
、
歯

科
の
領
域
だ
け
で
は
な
く

て
、
社
会
全
体
に
チ
ー
ム
医

療
と
し
て
歯
科
衛
生
士
、
歯

科
技
工
士
の
人
た
ち
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。
歯
科
医
師

と
と
も
に
、
日
本
の
医
療
の

世
界
を
明
る
く
、
ま
す
ま
す

充
実
さ
せ
て
い
こ
う
。

�祝　

辞

�

羽
村

章
附
属
病
院
長

　

私
は
三
十
年
前
、
日
本
歯

科
大
学
を
卒
業
し
た
。
そ
の

あ
と
す
ぐ
に
大
学
院
に
入
っ

た
が
、
も
ち
ろ
ん
病
院
で
診

療
も
し
て
い
た
。
そ
の
時
を

思
い
出
す
と
病
院
の
技
工
士

や
衛
生
士
の
方
々
に
随
分
怒

ら
れ
な
が
ら
診
療
し
た
記
憶

が
あ
る
。

　

医
科
の
分
野
で
は
よ
き
看

護
師
が
よ
き
医
師
を
育
て
る

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に

歯
科
の
分
野
も
同
じ
だ
と
思

う
。
よ
き
技
工
士
、
よ
き
衛

生
士
が
よ
き
歯
科
医
を
育
て

て
く
れ
る
。
ま
た
チ
ー
ム
医

療
は
仲
良
く
す
る
こ
と
だ
け

で
は
な
い
。
時
に
は
叱
り
、

時
に
は
欠
点
も
指
摘
し
な
が

ら
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
努
力
を

し
て
い
る
人
た
ち
に
は
必
ず

助
け
の
手
が
伸
び
て
く
る
。

そ
の
時
々
で
必
ず
誰
か
が
助

け
て
く
れ
る
。
こ
れ
か
ら
一

生
を
通
じ
て
自
己
研
鑽
を
続

け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

は
な
か
っ
た
と
証
明
で
き
る

と
思
う
。
短
期
大
学
も
教
職

員
と
も
ど
も
発
展
を
続
け
て

い
く
こ
と
を
諸
君
に
約
束
し

た
い
。

�祝　

辞

�

小
倉
英
夫
新
潟
生
命
歯
学
部
長

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
医
療
人
と
し
て
の

第
一
歩
を
社
会
の
中
で
進
め

て
い
く
。

　

人
間
社
会
の
中
で
、
特
に
医

療
人
の
場
合
は
、
通
常
の
人
よ

り
も
高
い
知
識
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
医
療
は
人
間
の
健
康

に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
失
敗

は
許
さ
れ
な
い
。
毎
日
が
真
剣

勝
負
と
い
う
心
構
え
を
も
っ

て
働
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

実
際
の
医
療
現
場
の
み
な

ら
ず
医
療
自
体
も
毎
日
大
き

く
進
歩
し
て
い
る
。
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
は
ご
く
当
た
り
前
の

医
療
技
術
と
な
っ
た
が
、
い

ず
れ
は
再
生
医
療
へ
と
発
展

し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

新
潟
生
命
歯
学
部
で
も
で

き
る
だ
け
、
新
し
い
医
療
技
術

や
知
識
を
提
供
し
た
い
。
医
療

に
携
わ
る
人
間
は
大
き
な
社

会
貢
献
を
し
て
い
る
と
い
う
自

負
の
も
と
で
、こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

学
長
告
辞

新
潟
短
期
大
学
学
長

�

下
岡
正
八

　

今
ま
で
私
た
ち
が
諸
君
に

教
授
し
て
き
た
こ
と
は
、
知

識
、
そ
し
て
技
術
、
こ
の
習

得
を
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
、
実
際
の
現
場

で
は
患
者
さ
ん
に
対
す
る
思

い
や
り
や
親
切
心
は
、
評
価

や
判
定
が
大
変
に
難
し
い
。

そ
れ
は
知
識
で
は
な
く
て
行

動
だ
か
ら
、
諸
君
の
環
境
に

対
す
る
気
づ
き
が
必
要
だ
。

　

「
気
づ
き
」
と
い
う
こ
と
、

親
と
い
う
ス
ト
レ
ス
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。
多
く
の
場

合
、
最
も
基
本
的
で
人
間
的

な
経
験
、
親
の
役
割
は
、
行

き
当
た
り
ば
っ
た
り
、
未
熟

な
う
ち
に
開
始
さ
れ
る
。
親

は
自
分
た
ち
の
一
生
を
犠
牲

に
し
て
、
子
育
て
を
す
る
。

子
ど
も
を
一
人
前
の
社
会
人

に
育
て
て
も
、
誰
か
ら
も
褒

め
ら
れ
な
い
。
褒
め
ら
れ
な

く
て
も
親
役
割
は
重
要
な
こ

と
に
諸
君
は
気
づ
く
だ
ろ

う
。

　

教
師
や
社
会
は
諸
君
に
褒

め
ら
れ
な
い
こ
と
を
す
る
の

で
は
な
い
、
褒
め
ら
れ
る
こ

と
を
し
な
さ
い
、
と
繰
り
返

し
教
授
し
て
き
た
。
で
も
実

社
会
で
は
報
酬
の
な
い
、
親

役
割
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は

教
育
者
の
よ
う
な
利
他
、
愛

他
の
精
神
、
意
識
が
必
要
な

こ
と
が
多
々
あ
る
。
よ
き
歯

科
衛
生
士
に
な
る
た
め
に
は

特
別
な
教
育
は
い
ら
な
い
。

た
だ
環
境
に
関
す
る
気
づ

き
、
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
、
あ
る

い
は
ア
ウ
ェ
ワ
ネ
ス
と
い
う

意
識
が
あ
れ
ば
よ
い
。
専
門

用
語
で
は
主
観
的
意
識
と
い

う
。
全
て
の
心
的
現
象
、
心

の
問
題
は
個
人
の
主
観
的
経

験
で
あ
っ
て
、
他
者
に
よ
っ

て
直
接
触
れ
た
り
、
見
た
り

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ

か
ら
、
待
っ
て
い
て
も
何
も

生
ま
れ
な
い
。

　

医
療
は
確
か
に
ノ
ー
・
エ

ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
で
、「
ゴ
メ

ン
、
間
違
っ
た
」
で
は
す
ま

な
い
。
し
か
し
人
間
は
常
に

目
標
志
向
、
環
境
に
対
す
る

能
動
的
あ
る
い
は
探
索
的

で
、
こ
れ
は
人
間
が
持
っ
て

い
る
本
来
の
姿
で
あ
る
。
人

は
誤
り
を
犯
す
可
能
性
か
ら

逃
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き

な
い
。
そ
の
よ
う
な
と
き

は
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
、
こ
の
ス

リ
ッ
プ
は
、
新
た
な
行
為
を

未
来
に
向
か
っ
て
生
み
出
す

た
め
の
探
索
活
動
と
解
釈
し

て
ほ
し
い
。
だ
か
ら
恐
れ
て

は
い
け
な
い
。
卒
業
生
諸
君

は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

本
学
で
学
ん
だ
全
て
の
こ
と

を
誇
り
に
思
い
、
悔
い
の
な

い
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

一
昨
日
、
短
期
大
学
に
臨

床
評
価
機
関
、
財
団
法
人
短

期
大
学
基
準
協
会
よ
り
第
三

者
評
価
適
格
と
認
定
さ
れ
た

と
の
通
知
が
届
い
た
。
こ
の

第
三
者
評
価
は
自
分
で
自
分

を
評
価
す
る
だ
け
で
は
な
く

て
、
外
か
ら
も
評
価
を
受
け

る
と
い
う
こ
と
だ
。
わ
れ
わ

れ
が
開
学
以
来
、
自
主
独
立

の
精
神
を
も
っ
て
諸
君
に
伝

え
て
き
た
教
育
は
間
違
い
で

歯科衛生士として社会への貢献を誓う

修了証を手にする専攻科生（新潟短大）
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平
成
二
十
一
年
度
卒
業
生

大

学

院

第
47
回
修
了
生

　

日
本
歯
科
大
学
大
学
院
第

四
十
七
回
修
了
生〈
新
潟
生

命
歯
学
研
究
科
〉
一
名
は
次

の
通
り
。

　

放
射
線
定
量
診
断
学

　
　

Arayasantiparb�Raweenwan

　

日
本
歯
科
大
学
大
学
院
第

四
十
七
回
修
了
生
〈
生
命
歯

学
研
究
科
〉
九
名
は
、
次
の

通
り
。

麻

酔

学�

世
良
田

麻
子

保

存

学�

原　
　

学

補
綴
学
Ⅱ�

黒
田
聡
一

補
綴
学
Ⅱ�

岸
田
幸
恵

解
剖
学
Ⅱ�

内
田
守
紀

矯

正

学�

呉　

健
一

矯

正

学�

土
持　

宇

口
腔
外
科
学�

山
内
由
隆

歯
科
薬
理
学�

岡
村
光
太
郎

�

（
甲
第
九
七
三
号
ま
で
）

学
位
記
授
与
者

　

論
文
提
出
に
よ
る
学
位
記

授
与
者
五
名
は
、
次
の
通
り
。

矯
正
歯
科�

小
島
功
嗣

歯
科
麻
酔
・
全
身
管
理
科

�

小
倉　

晋

小
児
歯
科�

北
澤
裕
美

歯
科
保
存
学�

長
倉
弥
生

口
腔
外
科�

山
田　

幸

�

（
乙
第
一
四
七
二
号
ま
で
）

大　
　

学

第
99
回
卒
業
生

　

日
本
歯
科
大
学
第
九
十
九

回
卒
業
生
〈
新
潟
生
命
歯
学

部
〉
七
十
二
名
は
次
の
通
り
。

浅
野
大
輔　

阿
部
知
史

網
野
安
奈　

池
上　

槙

石
本
智
人　

内
野
善
夫

生
形　

遥　

枝
並
友
希

江
並
大
和　

大
森
由
佳

岡　

真
代　

片
倉
友
衣

片
山
直
人　

勝
田
康
弘

勝
沼
智
彰　

金
子
夏
子

椛
沢
裕
貴　

川
﨑　

彬

河
本
ひ
ろ
み　

木
田
諒
慧

黒
沢
一
紀　

河
野
通
史

小
林
徹
也　

小
林
直
子

小
林
正
知　

斎
藤
信
平

坂
詰
奏
子　

佐
久
間

一
浩

鈴
木
加
津　

鈴
木
一
生

角　

進
次
朗　

鷲
見
正
美

髙
原　

亮　

滝
沢　

泉

田
島
稔
也　

舘　

枝
里
子

玉
井
晶
子　

車　

成
晃

長　

敬
史　

辻　

光
順

中
島
祥
吾　

中
島　

純

中
島　

大　

中
村
翔
太
郎

長
田
真
利
子　

西
野
和
臣

林　

宏
暁　

日
髙
輝
政

福
井
麻
衣　

堀
越
裕
司

町
田
詩
織　

丸
山
昂
介

皆
川
高
嘉　

南
沢
炫
宇

宗
政
聡
一
郎　

村
山
和
義

山
崎
貴
志　

横
石
智
哉

吉
原
香
里　

和
田
郁
美

和
田
瑞
可　

渡
辺
耕
太

渡
辺
将
斗　

鈴
木
龍
弥

玉
木
頌
子　

北
條　

幹

野
中
智
美　

栗
俣
進
一

高
澤
貴
司　

守
吉
宏
樹

渡
邉
真
央　

齋
藤
美
佳

�

（
第
一
九
六
二
六
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者
☆

池
上　

槙　

西
野
和
臣

堀
越
裕
司　

齋
藤
信
平

山
崎
貴
志　

和
田
郁
美

☆
皆
勤
賞
受
賞
者
☆

池
上　

槙　

生
形　

遥

江
並
大
和　

大
森
由
佳

岡　

真
代　

河
本
ひ
ろ
み

西
野
和
臣

☆
精
勤
賞
受
賞
者
☆

内
野
善
夫　

高
原　

亮

林　

宏
暁　

丸
山
昂
介

皆
川
高
嘉　

山
崎
貴
志

☆
学
術
奨
励
賞
受
賞
者
☆

内
野
善
夫　

網
野
安
奈

池
上　

槙　

枝
並
友
希

椛
沢
裕
貴　

西
野
和
臣

村
山
和
義　

山
崎
貴
志

吉
原
香
里　

和
田
郁
美

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者
☆

池
上　

槙

�　

日
本
歯
科
大
学
第
九
十
九

回
卒
業
生
〈
生
命
歯
学
部
〉

一
〇
六
名
は
次
の
通
り
。

安
達
隆
帆　

有
海
弥
生

飯
坂
友
宏　

石
黒
和
子

板
垣
宗
克　

今
村
亮
祐

岩
﨑
麻
理
恵　

岩
本
圭
輔

内
野
雄
介　

内
村
泰
子

梅
津
陽
子　

大
網
淳
子

大
岩
浩
気　

大
越
章
弘

大
島
拓
也　

大
住
真
理

小
野
田
真
由
子　

小
𠩤
一
真

柏
井
か
お
り　

加
藤
夕
美

門
多
初
恵　

金
澤
卓
也

上
運
天

太
一　

神
垣
孝
充

倉
山
李
英　

小
池
隆
彦

郷
田
梨
紗　

古
賀
喬
充

後
藤
礼
衣　

小
林
純
也

是
澤
和
人　

阪
桺
裕
介

櫻
内
香
織　

佐
野　

潤

柴
田
玲
奈　

清
水
慈
子

正
島
光
次
郎　

白
子
要
一

杉
本
理
恵　

鈴
木
亮
広

鈴
木
宏
史　

鈴
木
由
紀

曽
布
川

裕
介　

高
島　

康

高
村
惣
裕　

田
口
裕
麻

田
代
翔
子　

田
中
瑠
美

田
村
麻
衣
子　

恒
川
裕
美

栃
木
啓
佑　

永
井
圭
子

中
島　

彩　

長
野
さ
や
か

中
村
希
美　

中
村
浩
樹

中
村
広
美　

成
田
愛
佳

鳴
海
景
子　

萩
原
佐
和
子

葉
山
智
子　

春
田
奈
保
子

福
澤
勢
子　

藤
岡　

慶

藤
本
智
也　

藤
谷　

剛

藤
原　

仁　

星
山
紘
子

細
谷
京
平　

堀　

泰
斗

前
田
輪
嘉
幹　

松
﨑
祐
樹

松
村
和
洋　

間
中
広
明

宮
﨑
章
太　

宮
下
佳
子

宮
地
正
城　

持
田
薫
利

森
本
惠
子　

八
木
亜
矢
子

八
代
一
貴　

矢
菅
華
子

安
原
雄
介　

湯
川
慎
太
郎

横
山
知
美　

吉
本
泰
祐

吉
本
寛
規　

吉
屋
慶
章

四
方
田　

拓　

若
林
絹
子

髙
木　

立　

原
田
樹
里

宮
越
千
波　

池
田
敦
史

石
黒
智
彦　

牛
村
秀
耶

小
倉
舞
子　

越
智
文
子

佐
藤　

映　

島
袋
誉
之

須
田　

麻　

外
山
和
樹

中
島
絵
里
香　

野
村
恭
裕

平
井
丈
斗　

三
浦
允
裕

�

（
第
一
九
七
三
二
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者
☆

金
澤
卓
也　

小
野
田
真
由
子

恒
川
裕
美　

宮
下
佳
子

星
山
紘
子　

石
黒
和
子

藤
谷　

剛　

葉
山
智
子

大
岩
浩
気　

森
本
惠
子

田
代
翔
子　

☆
皆
勤
賞
受
賞
者
☆

石
黒
和
子　

板
垣
宗
克

内
村
泰
子　

大
網
淳
子

倉
山
李
英　

白
子
要
一

鈴
木
宏
史　

葉
山
智
子

☆
精
勤
賞
受
賞
者
☆

飯
坂
友
宏　

岩
﨑
麻
理
恵

小
𠩤
一
真　

門
多
初
恵

金
澤
卓
也　

神
垣
孝
充

小
池
隆
彦　

佐
野　

潤

柴
田
玲
奈　

田
中
瑠
美

恒
川
裕
美　

永
井
圭
子

中
村
浩
樹　

成
田
愛
佳

鳴
海
景
子　

藤
谷　

剛

星
山
紘
子　

松
村
和
洋

間
中
広
明　

宮
下
佳
子

持
田
薫
利　

森
本
惠
子

矢
菅
華
子　

吉
本
寛
規

☆
学
術
奨
励
賞
受
賞
者
☆

恒
川
裕
美　

星
山
紘
子

小
野
田
真
由
子　

藤
谷　

剛

宮
下
佳
子　

石
黒
和
子

金
澤
卓
也　

大
岩
浩
気

田
代
翔
子　

上
運
天

太
一

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者
☆

持
田
薫
利　

間
中
広
明

小
𠩤
一
真

22 6 522 6 5
10 30 17 00

TEL 03-3261-4751 FAX:03-3261-3924
E-mail ishidakn@tky.ndu.ac.jp

学
術
奨
励
生

　

平
成
二
十
一
年
度
日
本
歯
科
大

学
学
術
奨
励
生
（
九
十
六
名
）
は
、

以
下
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
部
〉

一
年
＝
花
谷
佳
菜
子　

川
上　

大

　
　
　

恩
田
裕
香　
　

三
代
紗
季

　
　
　

森
竹
宣
之　
　

小
森
太
郎

　
　
　

杉
田
浩
一　
　

松
本
泰
孝

　
　
　

服
部　

馨　
　

伊
藤
裕
之

二
年
＝
山
本
紗
友
理　

上
井
達
絵

　
　
　

加
藤
景
子　
　

内
田
順
平

　
　
　

木
下　

遼　
　

松
村
嘉
子

　
　
　

川
上
紗
和
子　

相
野
田
祥
子

　
　
　

澤
野
和
生　
　

高
橋
紗
耶

三
年
＝
小
口
莉
奈　

平
井
菜
緒
子

　
　
　

五
十
嵐
正
樹　

黄
田
華
恵

　
　
　

横
井　

希　
　

石
川
宏
樹

　
　
　

平
賀
智
豊　
　

関
谷
美
貴

　
　
　

小
松
勇
輝

四
年
＝
倉
治
竜
太
郎　

小
笠
原
亜
樹

　
　
　

福
井
千
緒

五
年
＝
朝
田　

充　

小
川
あ
ゆ
み

　
　
　

矢
吹　

司　
　

大
西
小
雪

　
　
　

矢
島
麻
衣
子　

秋
山
宗
太
郎

六
年
＝
恒
川
裕
美　
　

星
山
紘
子

　
　
　

小
野
田
真
由
子　

藤
谷　

剛

　
　
　

宮
下
佳
子　
　

石
黒
和
子

　
　
　

金
澤
卓
也　
　

大
岩
浩
気

　
　
　

田
代
翔
子　

上
運
天
太
一

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

一
年
＝
竹
内
寿
志　
　

浅
田　

生

　
　
　

川
口
ひ
か
り　

神
原
優
美

　
　
　

小
出
勝
典　
　

須
藤
嵩
文

　
　
　

近
石
信
洋　
　

服
部
陽
一

　
　
　

櫃
ノ
上
満
大　

結
城
龍
太
郎

二
年
＝
太
田
琴
美　
　

阿
部
侑
加

　
　
　

白
山
大
介　
　

古
川
奈
緒

　
　
　

堀
田
麻
実　
　

元
野
裕
美

　
　
　

和
田
愛
子

三
年
＝
大
竹
由
佳
子　

片
山
愛
奈

　
　
　

金
子
陽
祐　

加
羽
澤
紗
花

　
　
　

澤
田
雅
貴　
　

白
瀬
美
香

　
　
　

須
藤
久
実　
　

根
津　

新

　
　
　

古
館
絵
麻　
　

渡
會
侑
子

四
年
＝
平
井
皓
之　
　

平
形
智
佳

　
　
　

藤
井
友
紀

五
年
＝
高
橋
亜
季　
　

岩
間
香
織

　
　
　

川
又
崇
彦　
　

小
出
晴
子

　
　
　

佐
藤
知
弥
子　

野
本
高
志

　
　
　

山
口
光
祐　

和
田
さ
や
香

六
年
＝
内
野
善
夫　
　

網
野
安
奈

　
　
　

池
上　

槙　
　

枝
並
友
希

　
　
　

椛
沢
裕
貴　
　

西
野
和
臣

　
　
　

村
山
和
義　
　

山
崎
貴
志

　
　
　

吉
原
香
里　
　

和
田
郁
美

　新潟生命歯学部のオープンキャンパ

スは，午前11時受付。11時20分から午

後４時まで，大学説明会，体験実習，

キャンパスツアーなど充実した内容で

学内を見学できます。

　当日はお弁当を用意していますので，

ランチの時間には，本学学生との本音

トークも。マルチメディア実習室では，

最新の装置を使った学習を実体験。

　なお，学生生活や入試に関する疑問

について個別の相談にも応じます。

　オープンキャンパス当日は，新潟駅

からの送迎バスも準備しています。

※詳しくは，新潟生命歯学部入試課

　　(025-267-1500)にご連絡下さい。体験学習では歯の模型づくり

▼

参
加
者
は
そ
ろ
い
の
白
衣
で

▼

歯
の
模
型
を
ス
ト
ラ
ッ
プ
に

OPEN CAMPUS in 新潟


